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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し

い
希
望
に
満
ち
た
新
年
を
健
や
か
に
お
迎
え
に

な
ら
れ
た
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

年
頭
に
あ
た
り
、
村
議
会
を
代
表
し
、
謹
ん

で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
、
村
議
会
へ
の
深
い
ご
理
解
と
温

か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
食
料
品
及
び
生
活
用
品
、
更
に
は
燃

油
、
ガ
ス
電
気
料
金
等
の
高
騰
に
よ
り
村
民
の

皆
様
の
生
活
に
も
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

村
で
は
、
村
民
の
皆
様
の
生
活
が
大
き
く
変

化
し
な
い
よ
う
に
、
国
か
ら
の
予
算
を
活
用
し

様
々
な
施
策
を
講
じ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
効
果

に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

本
村
を
取
り
巻
く
状
況
で
あ
り
ま
す
が
、

２
７
９
号
線
の
バ
イ
パ
ス
化
が
合
意
さ
れ
、
時

間
を
要
す
る
と
思
い
ま
す
が
、
期
待
す
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

漁
業
に
お
い
て
は
、
長
引
く
イ
カ
の
不
漁
に

加
え
、燃
油
価
格
の
高
騰
が
追
い
打
ち
を
か
け
、

大
変
厳
し
い
状
況
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
に
お
き
ま
し
て
、
蛇
浦
地
区

で
の
コ
ン
ブ
の
回
復
は
、明
る
い
兆
し
で
あ
り
、

磯
焼
け
が
徐
々
に
解
消
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
こ
と
が
ア
ワ
ビ
、
ウ
ニ
漁
の
豊

漁
や
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
稚
ナ
マ
コ
の
放
流

等
、『
つ
く
り
育
て
る
漁
業
』
の
成
功
に
も
つ

な
が
り
、
村
全
体
の
漁
業
振
興
に
波
及
し
て
い

き
ま
す
よ
う
切
に
願
う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、
観
光
業
に
お
き
ま
し
て
は
、
村
独

自
の
宿
泊
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
、
風
間

浦
村
自
慢
の
海
産
物
や
海
峡
の
湯
を
目
当
て

に
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
よ
う
に
大
勢
の
観
光

客
が
村
を
訪
れ
て
く
だ
さ
い
ま
す
こ
と
を
願

う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
医
療
、
福
祉
、
教
育
、
防

災
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
等
の
各
分
野
に
お

い
て
、
役
場
及
び
消
防
庁
舎
建
設
を
中
心
に

取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

私
ど
も
村
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

様
々
な
村
の
課
題
に
対
し
現
状
の
問
題
点
や

改
善
点
の
調
査
、
研
究
に
努
め
、
村
民
皆
様

方
と
一
層
の
連
携
強
化
を
図
り
な
が
ら
、
そ

の
声
を
行
政
に
届
け
政
策
の
提
案
や
事
業
の

推
進
、
検
証
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

皆
様
の
一
層
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
風
間
浦
村
に
と
り
ま
し
て
新
し

い
年
が
活
気
に
溢
れ
、
皆
様
が
笑
顔
で
暮
ら

せ
る
素
晴
ら
し
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
、
心

よ
り
ご
祈
念
い
た
し
ま
し
て
新
年
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

年
頭
挨
拶

風

間

浦

村

議

会

議
　
長

能

登

勝

彦

年
頭
に
あ
た
り
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議
員
一
同
、

　
皆
様
の
ご
多
幸
を
心
よ
り

　
　 

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
議
席
順
）

議
　
員

　
〃
　

　
〃
　

　
〃
　

　
〃
　

　
〃
　

中

嶋

　

茂

金

森

一

規

越

膳

喜

好

山

本

　

聡

杉

山

　

太

北

舘

智

明

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
新
た
な

る
気
持
ち
で
新
年
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と

を
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

常
日
頃
よ
り
村
議
会
へ
の
深
い
ご
理
解
と
温

か
い
御
支
援
、
御
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

２
０
２
４
年
の
始
ま
り
は
、
元
旦
、
石
川
県

能
登
半
島
地
方
を
震
源
と
す
る
地
震
が
発
生
、

同
県
輪
島
市
と
志
賀
で
震
度
７
を
観
測
。石
川
、

富
山
、
新
潟
、
山
形
各
県
な
ど
広
い
範
囲
に
津

波
が
到
達
。
死
者
は
四
百
人
を
超
え
た
。

　

８
月
に
は
宮
崎
県
沖
で
８
日
、
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
７
・
１
の
地
震
が
発
生
し
、
気
象
庁

は
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
発
生
す
る
可
能
性
は
高

ま
っ
た
と
し
て
、
初
め
て
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨

時
情
報
を
発
表
し
た
。

　

９
月
に
は
北
陸
を
中
心
に
21
日
か
ら
記
録
的

な
大
雨
と
な
り
、
能
登
半
島
地
震
か
ら
の
復
興

を
目
指
す
被
災
地
で
は
、
河
川
の
氾
濫
や
土
砂

崩
れ
な
ど
が
、
発
生
し
、
大
雨
に
よ
る
死
者
は

15
人
。

　

改
め
て
自
然
災
害
に
対
し
て
の
備
え
を
考
え

さ
せ
ら
れ
る
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

２
０
２
５
年
か
ら
は
超
高
齢
化
社
会
を
迎
え

る
こ
と
で
、
経
済
や
社
会
の
広
い
領
域
に
深
刻

な
影
響
を
及
ぼ
す
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
方
で
は
若
者
の
流
出
で
労
働
者
不
足
、
事

業
継
承
な
ど
の
問
題
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
物
価
高
騰
の
収
束
は
見
え
ず
、
今
年

も
約
４
０
０
０
品
目
の
飲
食
料
品
の
値
上
げ
が

予
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

風
間
浦
村
議
会
は
今
年
も
様
々
な
課
題
に
対

し
て
真
摯
に
向
き
合
い
、
村
民
の
皆
様
が
幸

せ
を
感
じ
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
行
政
と
一

体
に
な
り
課
題
に
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

結
び
に
、
風
間
浦
村
に
と
っ
て
新
し
い
年

が
活
気
に
溢
れ
、
村
民
の
皆
様
が
幸
せ
を
感

じ
る
素
晴
ら
し
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
、
心

か
ら
ご
祈
念
い
た
し
ま
し
て
新
年
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

年
頭
挨
拶

風

間

浦

村

議

会

副

議

長

蛸

島
　

巨

年
頭
の
あ
い
さ
つ
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条
例
・
規
約
等

専
決
処
分

協
定
の
締
結

★
令
和
６
年
度
風
間
浦
村
一
般
会
計
補
正
予
算

　

内
容
： 

10
月
27
日
執
行
の
衆
議
院
議
員
総
選
挙
並
び

に
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
に
係
る
経

費
。

★
風
間
浦
村
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
に
つ
い
て

　

内
容
： 

犯
罪
被
害
者
等
が
受
け
た
被
害
を
早
期
に
回

復
又
は
軽
減
し
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
等
を
目
的
と
し
て
新
た

に
制
定
。

★�

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例

　

内
容
： 

青
森
県
人
事
委
員
会
の
給
与
等
に
関
す
る
報

告
及
び
勧
告
に
準
じ
、
職
員
の
給
料
月
額
等

を
改
定
す
る
も
の
。

★�

風
間
浦
村
特
別
職
の
職
員
の
給
料
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

内
容
： 

青
森
県
の
特
別
職
給
料
の
改
正
に
準
じ
て
、

特
別
職
の
職
員
の
期
末
手
当
の
支
給
割
合
を

引
き
上
げ
る
も
の
。

★�

議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

内
容
： 

青
森
県
議
会
議
員
の
期
末
手
当
支
給
条
例
の

一
部
改
正
に
準
じ
て
、
議
会
議
員
の
期
末
手

当
の
支
給
割
合
を
引
き
上
げ
る
も
の
。

★�

風
間
浦
村
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

内
容
： 

村
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
準
じ
て
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
料
月

額
を
改
定
す
る
も
の
。

★�

風
間
浦
村
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

内
容
： 

国
民
健
康
保
険
税
の
算
出
に
お
い
て
、
介
護

給
付
費
分
及
び
後
期
高
齢
者
支
援
分
に
そ
れ

ぞ
れ
世
帯
別
平
均
割
額
を
加
算
す
る
改
正
、

ま
た
、
こ
れ
に
対
応
す
る
減
免
措
置
に
係
る

改
正
を
す
る
も
の
。 

★�

青
森
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公

共
団
体
の
数
の
減
少
及
び
青
森
県
市
町
村
総
合
事
務

組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　

内
容
： 

構
成
団
体
脱
退
に
伴
い
規
約
を
変
更
す
る
も

の
。

★�

青
森
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
を
組
織
す
る
地

方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
及
び
青
森
県
市
町
村
職
員

退
職
手
当
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　

内
容
： 

構
成
団
体
脱
退
に
伴
い
規
約
を
変
更
す
る
も

の
。

★�

定
住
自
立
圏
形
成
協
定
の
一
部
を
変
更
す
る
協
定
の

締
結
に
つ
い
て

　

内
容
： 

む
つ
市
と
の
間
に
お
い
て
、
定
住
自
立
圏
形

成
に
関
し
必
要
な
事
項
を
改
め
、
協
定
の
一

部
を
変
更
す
る
も
の
。

　令和６年第 4 回定例会（１２月議会）は、１２月１１日から１３日までの３
日間の会期で開催され、専決処分１件、条例・規約等８件、協定の締結１件、契
約の一部変更１件、補正予算５件の全議案を全会一致で可決しました。

全
会
一
致
可
決

全
会
一
致
可
決

12
月
定
例
会

全
会
一
致
可
決

能登　勝彦 議長冨岡　宏 村長

月
定 例 会
あらまし
あらまし

12
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契
約
の
一
部
変
更

補
正
予
算

令
和
６
年
第
１
回
臨
時
会

契
約
の
締
結

　
　
　
　

歳
入
の
主
な
も
の

　
　
　
　

・ 

国
庫
支
出
金
に
お
け
る
社
会
保
障
・
税
番

号
制
度
シ
ス
テ
ム
整
備
費
補
助
金　

５
１

８
万
３
千
円
の
計
上

　
　
　
　

歳
出
の
主
な
も
の

　
　
　
　

・ 

国
民
健
康
保
険
シ
ス
テ
ム
改
修
業
務
委
託

料　

８
２
万
５
千
円
の
減
額

★
令
和
６
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　

内
容
： 

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
に
１
９
８
万
７
千
円

を
追
加
し
、
総
額
を
３
億
５
千
２
９
３
万
４

千
円
と
す
る
。

　
　
　
　

歳
入
の
主
な
も
の

　
　
　
　

・ 

支
払
基
金
交
付
金
に
お
け
る
現
年
度
分
介

護
給
付
費
金
交
付
金　

４
４
万
５
千
円
の

追
加

★
工
事
請
負
契
約
の
一
部
を
変
更
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　

内
容
： 
役
場
庁
舎
等
整
備
事
業
造
成
工
事
請
負
契
約

に
つ
い
て
、
基
盤
整
備
工
、
施
設
整
備
工
等

の
変
更
に
伴
い
契
約
の
一
部
変
更
を
行
う
も

の
。

★
令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　

内
容
： 

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
に
２
千
８
７
万
１
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
３
６
億
６
千
７
１
８

万
１
千
円
と
す
る
。

　
　
　
　

歳
入
の
主
な
も
の

　
　
　
　

・
前
年
度
繰
越
金

　
　
　
　
　

２
千
１
９
万
８
千
円
の
追
加

　
　
　
　

歳
出
の
主
な
も
の

　
　
　
　

・ 

最
終
処
分
場
浸
出
液
処
理
設
備
点
検
委
託

料　

４
８
万
４
千
円
の
計
上

　
　
　
　

・ 

下
風
呂
温
泉
施
設
修
繕
料

　
　
　
　
　

５
８
万
７
千
円
の
追
加

　
　
　
　

・ 

公
営
企
業
会
計
簡
易
水
道
事
業
負
担
金　

１
０
０
万
円
の
追
加

　
　
　
　

・ 

桑
畑
温
泉
施
設
修
繕
料

　
　
　
　
　

５
５
万
円
の
追
加

★
令
和
６
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　

内
容
： 

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
に
１
８
万
３
千
円
を
追

加
し
、
総
額
を
３
億
８
６
２
万
円
と
す
る
。

　
　
　
　

歳
出
の
主
な
も
の

　
　
　
　

・ 

保
険
給
付
費
に
お
け
る
地
域
密
着
型
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
給
付
費　

９
０
万
円
の
追
加

★
令
和
６
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

　

内
容 

：
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
に
３
０
６
万
１
千
円

を
追
加
し
、
総
額
を
３
千
６
４
２
万
９
千
円
と

す
る
。

　
　
　
　

歳
入
の
主
な
も
の

　
　
　
　

・ 

特
別
徴
収
保
険
料　

１
６
９
万
９
千
円
の
追
加

　
　
　
　

歳
出
の
主
な
も
の

　
　
　
　

・ 

広
域
連
合
納
付
金　

３
０
６
万
１
千
円
の
追
加

★
令
和
６
年
度
簡
易
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

　

内
容
：
簡
易
水
道
事
業
費
用
へ
１
０
０
万
円
の
追
加

　

令
和
６
年
第
１
回
臨
時
会
が
10
月
３
日
に
開
催
さ

れ
、契
約
２
件
の
議
案
を
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

☆
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　

役
場
庁
舎
等
建
設
工
事

　
　

金　

額　

１
︐
６
３
３
︐
５
０
０
千
円
︵
税
込
︶

　
　

相
手
方
し 

福
萬
・
野
村
・
竹
正
・
大
見
特
定
建
設

工
事
共
同
企
業
体

　

消
防
庁
舎
等
建
設
工
事

　
　

金　

額　

８
４
８
︐
１
０
０
千
円
︵
税
込
︶

　
　

相
手
方
し 

熊
谷
・
渋
田
・
高
松
特
定
建
設
工
事
共

同
企
業
体

全
会
一
致
可
決

12
月
定
例
会

全
会
一
致
可
決

全
会
一
致
可
決

採 決 の 様 子



かざまうら議会広報　第 119 号（令和７年１月発行） 6

（
欠
席
委
員
な
し
）

12
月
12
日
開
催

総
務
常
任
委
員
会

（
欠
席
委
員
な
し
）

10
月
３
日
開
催

役
場
及
び
消
防
庁
舎
建
設
に

係
る
特
別
委
員
会

（
欠
席
委
員
な
し
）

12
月
３
日
開
催

　

令
和
６
年
第
４
回
定
例

会
で
本
委
員
会
に
付
託
さ

れ
た
議
案
16
件
に
つ
い

て
、
担
当
課
か
ら
説
明
を

受
け
審
査
を
行
っ
た
。

○
現
場
視
察

　

庁
舎
建
設
地
の
視
察
を

行
い
、
請
負
業
者
よ
り
工

事
の
進
行
状
況
等
の
説
明

を
受
け
た
。

○�

庁
舎
等
整
備
事
業
造
成

工
事
に
つ
い
て

①�

役
場
庁
舎
等
整
備
事
業

造
成
工
事
の
主
な
変
更

概
要

　

造
成
工
事
の
進
捗
率
は

現
在
約
90
％
。
一
部
工
種

に
数
量
等
の
増
減
が
あ

り
、
契
約
額
等
の
変
更
が

必
要
と
な
っ
た
。

・ 

造
成
工
事
で
行
う
張
芝

を
施
工
す
る
箇
所
の
一

部
で
、
庁
舎
建
物
の
基

礎
工
事
等
で
、
施
工
し

た
芝
を
一
度
撤
去
し
、

⑪ 

工
事
請
負
契
約
の
一
部
を
変
更
す
る
こ
と
に
つ
い
て

⑫ 

令
和
6
年
度
風
間
浦
村
一
般
会
計
予
算
を
補
正
す
る

こ
と
に
つ
い
て

⑬ 

令
和
6
年
度
風
間
浦
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予

算
を
補
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

⑭ 

令
和
6
年
度
風
間
浦
村
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算
を

補
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

⑮ 

令
和
6
年
度
風
間
浦
村
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

予
算
を
補
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

⑯ 

令
和
6
年
度
風
間
浦
村
簡
易
水
道
事
業
会
計
予
算
を

補
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

【
付
託
さ
れ
た
議
案
】

①
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

②
風
間
浦
村
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
に
つ
い
て

③�

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

④ 

風
間
浦
村
特
別
職
の
職
員
の
給
料
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

⑤ 

議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

⑥ 

風
間
浦
村
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

⑦ 

風
間
浦
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

⑧ 

青
森
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団

体
の
数
の
減
少
及
び
青
森
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規
約

の
変
更
に
つ
い
て

⑨ 

青
森
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
を
組
織
す
る
地
方

公
共
団
体
の
数
の
減
少
及
び
青
森
県
市
町
村
職
員
退
職

手
当
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

⑩ 

定
住
自
立
圏
形
成
協
定
の
一
部
を
変
更
す
る
協
定
の

締
結
に
つ
い
て

議

案

審

査

○�

令
和
６
年
度
風
間
浦
村

一
般
会
計
予
算
を
補
正

す
る
こ
と
に
つ
い
て

問
下
風
呂
温
泉
の
修
繕

料
の
内
容
は
。

答
男
子
サ
ウ
ナ
室
の
扉

と
ス
ノ
コ
の
修
繕
。

問
下
風
呂
温
泉
が
開
業

し
て
か
ら
、
同
じ
個
所
を

修
繕
し
た
も
の
が
あ
る

か
。答

電
気
系
統
が
主
な
も

の
。
設
備
は
タ
イ
ル
の
目

地
の
補
修
、
浴
槽
の
漏
水

補
修
が
あ
る
。

問
風
間
浦
村
学
校
昼
食

調
理
等
業
務
委
託
料
の
内

容
は
。

答
来
年
度
か
ら
昼
食
提

供
の
事
業
を
計
画
し
て
い

る
た
め
、
今
回
、
試
験
的

に
行
う
も
の
。

問
給
食
に
つ
い
て
、
大

間
町
と
話
し
合
い
を
行
っ

て
い
る
か
。

答
教
育
委
員
会
を
中
心

に
３
个
町
村
で
協
議
が
進

め
ら
れ
て
お
り
、
可
能
で

あ
れ
ば
参
画
し
て
い
き
た

い
。審

査

の

結

果

　

付
託
さ
れ
た
全
16
議
案

は
、
全
会
一
致
で
可
決
さ

れ
た
。

金森　一規 委員長

杉山　太 委員長役場及び消防庁舎建設に係る特別委員会

委
員
会
報
告
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（
欠
席
委
員
な
し
）

11
月
29
日
開
催

議
会
運
営
委
員
会

（
欠
席
委
員
な
し
）

12
月
12
日
開
催

大
間
原
子
力
発
電
所
対
策
特
別
委
員
会

再
施
工
す
る
部
分
が
あ

る
た
め
、
庁
舎
建
設
工

事
の
中
で
行
う
こ
と
に

変
更
。

・ 

雨
が
原
因
で
、
法
面
の

土
が
流
出
し
、
泥
水
と

な
っ
て
海
に
流
れ
る
た

め
、
本
工
事
に
お
い

て
、
早
急
に
法
面
保
護

工
事
を
施
工
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
植

生
マ
ッ
ト
を
追
加
。

・ 

カ
イ
ヅ
カ
イ
ブ
キ
の
植

え
付
け
に
つ
い
て
、
施

工
時
期
が
冬
期
間
と

な
っ
た
た
め
、
庁
舎
建

設
工
事
に
お
い
て
、
翌

年
に
施
工
す
る
こ
と
と

し
た
た
め
造
成
工
事
か

ら
削
除
。

・ 

現
場
で
の
調
査
を
踏
ま

え
、
防
風
柵
の
高
さ
を

２
メ
ー
ト
ル
か
ら
3.1

メ
ー
ト
ル
に
変
更
。

問
防
風
柵
の
耐
用
年
数

は
。答

海
岸
で
約
30
年
。

問
防
風
柵
の
維
持
管
理

は
村
が
行
う
の
か
。

答
村
で
行
う
。

当初請負契約　　２３７，２７０，０００円
変更請負代金額　　　８，７７５，８００円
　　　　　　　　　　　　  （第１回変更増額）
　　　計　　　　２４６，０４５，８００円
  　（当初予算額　２８１，６８８，０００円）

②�役場庁舎等整備事業造成工事請負費の変更
契約

　

令
和
６
年
第
４
回
︵
12

月
︶
定
例
会
の
運
営
に
関

す
る
事
項
に
つ
い
て
審

議
。

☆
定
例
会

　

提
出
と
な
る
案
件
等
を

勘
案
し
た
結
果
、会
期
は
、

11
日
か
ら
13
日
ま
で
の
３

日
間
。

　

一
般
質
問
は
、
通
告
期

限
ま
で
に
３
名
の
通
告
が

あ
り
、
全
て
受
理
。

　

議
事
日
程
は
、
開
会
初

日
は
各
委
員
長
報
告
及
び

一
般
質
問
等
を
行
い
散

会
。
12
日
は
休
会
と
し
、

大
間
原
子
力
発
電
所
対
策

特
別
委
員
会
及
び
総
務
常

任
委
員
会
を
開
催
。
13
日

に
本
会
議
を
再
開
、
議
案

等
の
審
議
。

☆
議
案
等
の
審
議
は

　

報
告
事
項
、
人
事
案
件

及
び
損
害
賠
償
の
和
解
を

除
く
議
案
を
、
総
務
常
任

委
員
会
に
付
託
し
て
審
査

す
る
。

☆
人
事
案
件
の
表
決
方
法

　

無
記
名
投
票
。

電
源
開
発
㈱
か
ら

　

電
源
開
発
㈱
よ
り
藤
田

本
部
長
他
５
名
が
出
席
し

ま
し
た
。
始
め
に
藤
田
本

部
長
よ
り
﹁
安
全
確
保
を

最
優
先
に
１
日
も
早
い
工

事
の
本
格
化
、
運
転
の
開

始
が
風
間
浦
村
の
振
興
、

最
大
の
貢
献
と
理
解
し
、

早
く
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進

ん
で
い
け
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
く
。﹂
と
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
古
賀
所
長
よ
り
、

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査

の
対
応
状
況
に
つ
い
て﹁
震

源
を
特
定
せ
ず
策
定
す
る

地
震
動
の
う
ち
地
域
性
を

考
慮
す
る
地
震
動
に
つ
い

て
原
子
力
規
制
委
員
会
の

理
解
が
得
ら
れ
た
。﹂﹁
８

月
23
日
の
審
査
会
合
で
理

解
が
得
ら
れ
て
い
た
全
国

共
通
に
考
慮
す
べ
き
地
震

動
と
合
わ
せ
て
、
震
源
を

特
定
せ
ず
策
定
す
る
地
震

動
は
審
議
済
み
と
な
っ

た
。﹂﹁
原
子
力
規
制
委
員

会
の
理
解
が
得
ら
れ
基
準

津
波
が
確
定
し
た
。﹂
等
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
阪
本
副
所
長
よ

り
、
蛇
浦
地
区
の
業
者
仮

宿
舎
の
拡
張
整
備
に
つ
い

て
は
、﹁
借
地
協
議
の
状

況
を
み
な
が
ら
拡
張
整
備

計
画
に
係
る
概
略
設
計
を

開
始
す
る
予
定
。﹂
社
宅

整
備
に
つ
い
て
は
、﹁
基

礎
工
事
を
完
了
し
、現
在
、

建
て
方
工
事
を
進
め
て
い

る
。﹂
と
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

委
員
会
報
告

議 会 運 営 委 員 会 中嶋　茂 委員長

北舘　智明 委員長
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村政を問う！
一般質問　

　一般質問とは、定例会において、議員が、あら
かじめ通告して、村の施策の状況や方針について、
報告・説明を求めたり質問することです。
　当村議会においては、一般質問者の持ち時間は
１時間に制限されています。
　今期定例会では、３名の議員が登壇しました。

一
般
質
問

金森　一規 議員

高齢者にやさしい町づくりについて

Ａ
長村

地
域
の
実
情
を
よ
く
把
握
し
て
い
る
自

主
防
災
組
織
ま
た
は
町
内
会
の
方
か
ら

避
難
支
援
を
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
支
援
策
に
つ
い
て
の
話

し
合
い
を
進
め
て
い
き
た
い
。

Ａ
長村

現
在
、
各
自
主
防
災
組
織
、
役
場
職
員

か
ら
問
題
点
、
改
善
点
な
ど
を
取
り
ま

と
め
て
い
る
。
こ
の
後
、
自
主
防
災
組

織
と
の
会
議
、
役
場
庁
内
で
の
会
議
で

改
善
策
等
を
集
約
し
、
災
害
時
の
避
難

に
役
立
て
て
い
く
。

Ａ
長村

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
ル
ー
ト
変
更
の

ほ
か
、
ど
の
方
法
が
良
い
か
検
討
を
進

め
、
新
庁
舎
開
庁
ま
で
に
は
村
民
に
も

お
知
ら
せ
し
た
い
。

Ａ
長村

高
齢
の
方
な
ど
、
ど
れ
位
の
方
が
苦
慮

し
て
い
る
の
か
等
を
把
握
し
、
普
段
か

ら
高
齢
者
の
見
守
り
等
を
す
る
こ
と
も

含
め
、
町
内
会
単
位
で
ど
こ
ま
で
支
援

で
き
る
の
か
。
ま
た
、
行
政
で
は
、
個

別
回
収
等
の
支
援
策
に
つ
い
て
の
調
査
・

検
討
を
行
う
。

Ｑ
災
害
で
の
一
番
の
被
害
者
は
、
高
齢
者
で
す

が
、
隣
、
近
所
に
誰
も
い
な
い
と
こ
ろ
に
行

政
で
は
、
ど
ん
な
対
策
を
し
て
い
く
の
か

Ｑ
11
月
に
行
わ
れ
た
避
難
訓
練
の
総
括
で
は
、

ど
の
様
な
こ
と
が
話
し
合
わ
れ
た
の
か

Ｑ
役
場
新
庁
舎
が
完
成
し
た
ら
バ
ス
が
出
る

の
か

Ｑ
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
遠
く
て
持
っ
て
い
く

の
が
大
変

防災避難訓練でのダンボールベット組み立て
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中嶋　茂 議員

風間浦村内の漏水対策について

Ａ
長村

過
去
の
漏
水
修
理
に
際
し
、
切
断
し
た

硬
質
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
管
を
見
る
と
、
一
ヶ

所
に
く
ぼ
み
が
あ
り
、
そ
の
前
後
か
ら

ひ
び
割
れ
て
い
る
状
態
が
見
ら
れ
る
。

こ
れ
は
雨
水
な
ど
に
よ
り
、
管
底
の
養

生
に
入
れ
た
砂
が
流
出
し
、
転
石
や
岩

塊
に
水
道
本
管
が
直
接
触
れ
、
な
お
か

つ
車
両
等
の
通
行
に
際
し
発
生
す
る
振

動
等
で
破
損
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。　

Ｑ
水
道
本
管
の
漏
水
原
因
は

Ａ
長村

歩
道
に
水
道
管
を
埋
設
し
て
い
る
の
で
、
支
障
が
な
い
も
の
と
捉
え

て
い
る
が
、
横
断
し
て
い
る
箇
所
も
あ
る
の
で
、
必
要
に
応
じ
、
敷

き
鉄
板
な
ど
に
よ
る
養
生
等
を
行
う
。

Ａ
長村

平
成
６
年
度
か
ら
平
成
12
年
度
ま
で
の

間
に
概
ね
施
工
し
て
い
る
。
最
も
長
い

箇
所
で
30
年
経
過
し
て
い
る
。

Ｑ
設
置
工
事
か
ら
何
年
経
過
し
て
い
る
か

Ａ
長村

硬
質
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
管
の
耐
用
年
数
は

50
年
。

Ｑ
耐
用
年
数
は

Ａ
長村

易
国
間
地
区
は
、
令
和
４
年
度 

３
ヶ
所
、

令
和
５
年
度 

２
ヶ
所
、
令
和
６
年
度 

３
ヶ
所
、
下
風
呂
地
区
は
、
令
和
４
年

度 

３
ヶ
所
、
令
和
５
年
度 

１
ヶ
所
で
、

合
計
12
ヶ
所

Ｑ
過
去
３
年
間
の
村
内
の
水
道
本
管
漏
水
工
事

の
箇
所
は

Ａ
長村

ま
だ
、
更
新
の
時
期
で
は
な
い
が
、
漏
水
が
頻
発
し
て
い
る
路
線
に

つ
い
て
は
、
前
倒
し
で
実
施
す
る
こ
と
も
必
要
と
な
る
の
で
、
今
後

の
状
況
に
よ
り
検
討
す
る
。

Ｑ
水
道
管
の
更
新
は

Ｑ
役
場
及
び
消
防
庁
舎
の
工
事
に
伴
う
大
型
車
両
に
よ
る
水
道
管
へ
の
影
響

は
大
丈
夫
な
の
か

一
般
質
問

漏 水 修 理 の 様 子

ひ び 割 れ た 水 道 管
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一
般
質
問
の
Ｑ
＆
Ａ
を
詳
し
く
ご
覧

に
な
り
た
い
方
は
、
議
会
事
務
局
で
会

議
録
の
閲
覧
が
可
能
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　

閲
覧
希
望
の
方
は
、
議
会
事
務
局
ま

で
お
問
合
せ
下
さ
い
。

役
場
内
議
会
事
務
局

（
電
話
）

　

３
５
ー
２
１
１
１

　

議
会
の
傍
聴
を
希
望
す
る
方
は
、
議

会
開
会
当
日
、
役
場
総
務
課
で
、
住
所

及
び
氏
名
を
申
し
出
て
、
傍
聴
人
受
付

簿
に
記
入
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
議
会
事
務
局
ま
で
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

〇
会
議
録
の
閲
覧

〇
議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か
。

越膳　喜好 議員

空き家対策について

一
般
質
問

Ａ
長村

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
に
委
託
し
、
目
視
に
よ
る
調
査
を
実
施
。
そ

の
デ
ー
タ
を
元
に
、
空
き
家
台
帳
を
整
理
し
て
い
る
。

本
年
度
の
空
き
家
数
は
１
４
１
軒
。
う
ち
、
危
険
空
き
家
と
さ
れ
る

危
険
度
ラ
ン
ク
Ｃ
及
び
Ｄ
は
27
軒
。地
域
別
で
は
、下
風
呂
地
区
８
軒
、

桑
畑
地
区
４
軒
、
易
国
間
地
区
10
軒
、
蛇
浦
地
区
５
軒
。

空
き
家
等
の
除
去
へ
の
支
援
で
は
、
解
体
を
促
す
た
め
の
特
定
空
き

家
等
除
却
事
業
補
助
金
制
度
を
制
定
し
、
予
算
化
を
し
、
現
在
ま
で

の
問
い
合
わ
せ
は
９
件
。
実
際
、
補
助
金
を
利
用
し
て
解
体
し
た
軒

数
は
１
軒
。

空
き
家
等
の
情
報
バ
ン
ク
の
利
用
促
進
で
は
、
大
間
町
の
事
業
者
と

風
間
浦
村
空
き
家
バ
ン
ク
仲
介
等
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
、
空
き

家
登
録
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
に
体
制
を
構
築
し
た
。
現
在
、

問
い
合
わ
せ
は
、
一
件
あ
っ
た
が
、
登
録
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

引
き
続
き
、
特
定
空
き
家
等
除
却
事
業
に
つ
い
て
は
、
対
象
者
へ
制

度
の
説
明
、
建
物
の
危
険
度
及
び
解
体
の
周
知
、
空
き
家
バ
ン
ク
制

度
は
、
利
用
で
き
る
建
物
は
登
録
を
促
す
よ
う
周
知
に
努
め
る
。

新
た
な
事
業
の
拡
充
は
、
庁
内
に
お
い
て
協
議
を
進
め
た
い
。

Ａ
長村

行
政
代
執
行
も
考
慮
し
な
が
ら
、
空
き
家
の
所
有
者
と
話
合
い
を
す

る
。

Ｑ
現
状
の
空
き
家
の
取
り
組
み
の
状
況
は

Ｑ
倒
壊
等
保
安
上
の
緊
急
的
問
題
が
あ
り
、
行
政
代
執
行
の
対
象
と
な
る
建

物
の
対
応
は
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美
浜
原
子
力
発
電
所
・
磯
子
火
力
発

電
所
視
察

知
事
を
囲
む
行
政
懇
談
会

下
北
郡
町
村
議
会
議
員
及
び
事
務
局

職
員
合
同
研
修
会

　

10
月
17
日
、美
浜
原
子
力
発
電
所
︵
福
井
県
美
浜
町
︶

を
視
察
し
ま
し
た
。
昭
和
45
年
11
月
に
１
号
機
が
運
転

を
開
始
、
以
来
２
、３
号
機
と
運
転
を
始
め
ま
し
た
が
、

１
、２
号
機
は
、
平
成
27
年
３
月
17
日
に
廃
炉
が
決
定

し
、
廃
止
措
置
研
究
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

10
月
18
日
、磯
子
火
力
発
電
所
︵
神
奈
川
県
横
浜
市
︶

を
視
察
し
ま
し
た
。
東
京
電
力
と
東
北
電
力
に
電
力
を

　

11
月
５
日
、
ホ
テ
ル
青
森
︵
青
森
市
︶
に
お
い
て
、

知
事
を
囲
む
行
政
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
、
能
登
議
長
が

出
席
し
ま
し
た
。
下
北
地
区
か
ら
は
、﹁
原
子
力
防
災

に
よ
る
避
難
道
路
の
整
備
に
つ
い
て
﹂
を
要
望
い
た
し

ま
し
た
。

　

11
月
８
日
、
む
つ
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
下

北
郡
町
村
議
会
議
員
及
び
事
務
局
職
員
合
同
研
修
会
が

開
催
さ
れ
、
村
議
会
議
員
と
事
務
局
職
員
が
参
加
し
ま

し
た
。﹁
各
種
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
基
礎
知
識
～
仕
事
の

質
に
つ
な
が
る
認
識
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
﹂
と
の
演
題
で
、

青
森
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
部
長 

高
橋
一
枝 

氏

に
よ
る
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

供
給
す
る
火

力
発
電
所
で

あ
り
、
大
気

汚
染
防
止
対

策
と
発
電
効

率
に
優
れ
た

世
界
最
高
水

準
の
発
電
効

率
を
達
成
し

て
い
る
電
源

開
発
︵
Ｊ
ー

Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｅ

Ｒ
︶
の
石
炭

火
力
発
電
所

で
す
。

議
会
活
動

知 事 と 県 内 町 村 議 長

美 浜 原 子 力 Ｐ R セ ン タ ー

高 橋 氏 に よ る 講 演
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風
間
浦
村
議
会
懇
談
会

　

風
間
浦
村
議
会
懇
談
会

を
11
月
26
日
︵
火
︶
か
ら

28
日
︵
木
︶
ま
で
の
３
日

間
、
村
内
３
地
区
︵
蛇
浦

地
区
は
参
加
者
な
し
の
た

め
中
止
︶
で
開
催
し
、
参

加
者
か
ら
様
々
な
課
題
を

伺
う
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
今
後
の
議
会
活
動
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

〈
主
な
意
見
〉

・�

買
い
物
難
民
の
た
め
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を

出
し
欲
し
い
。

Ａ 

．
行
政
区
に
販
売
店
が

無
く
な
っ
た
と
き
に
出

す
こ
と
が
出
来
る
。
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
、
福

祉
バ
ス
等
ど
の
よ
う
な

方
法
が
あ
る
か
調
べ

る
。

・�
リ
サ
イ
ク
ル
備
蓄
燃
料

セ
ン
タ
ー
の
隣
接
町
村

の
協
定
案
を
公
表
出
来

な
い
か
。

Ａ
．
公
表
す
る
。

青
森
県
選
出

国
会
議
員
と

の
懇
談
会

町
村
議
会
議
長

全
国
大
会

　

11
月
12
日
、
全
国
町
村

会
館
︵
東
京
都
︶
に
お
い

て
、
青
森
県
選
出
７
人
の

国
会
議
員
と
県
内
町
村
議

長
に
よ
る
意
見
交
換
が
行

わ
れ
、
当
村
か
ら
能
登
議

長
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

11
月
13
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ホ
ー
ル
︵
東
京
都
︶
に
お

い
て
、
町
村
議
会
議
長
全

国
大
会
が
開
催
さ
れ
、
当

村
か
ら
能
登
議
長
が
出
席

し
ま
し
た
。大
会
で
は﹁
議

会
へ
の
多
様
な
人
材
参
画

及
び
議
会
の
機
能
強
化
﹂

な
ど
国
の
施
策
に
対
す
る

要
望
37
件
が
提
案
さ
れ
、

決
定
し
ま
し
た
。

・�

自
主
防
災
の
言
葉
だ
け

が
一
人
歩
き
し
て
い

る
。
自
分
た
ち
の
地
域

で
は
何
も
し
て
い
な

い
。

Ａ 

．
自
主
防
災
組
織
と
自

治
会
は
同
じ
も
の
。
避

難
道
路
の
草
刈
等
を
積

極
的
に
や
っ
て
い
る
地

域
も
あ
る
。

・�

ウ
ニ
を
身
入
り
の
良
く

な
る
場
所
へ
移
殖
す
る

費
用
の
支
援
が
出
来
な

い
か
。

Ａ 

．
組
合
か
ら
要
望
書
の

提
出
を
お
願
い
し
た

い
。
議
会
で
も
行
政
側

に
強
く
要
請
し
て
い
き

た
い
。

〈議会懇談会開催状況〉
開　催　日 開催場所 参加者数

１１月２６日（火）　 中 央 公 民 館 ４　名
１１月２７日（水）　 桑 畑 公 民 館 ５　名
１１月２８日（木）　 下風呂公民館 ２　名

議
会
活
動

桑 畑 地 区 で の 開 催 の 様 子

石 破 内 閣 総 理 大 臣 の 祝 辞 国 会 議 員 と 下 北 郡 町 村 議 長
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　昨年度の議会懇談会で、「海峡の湯及び湯ん湯んの営業終了時間を午後８時から午後９時に
延長してはどうか。」と意見が出たことに対し、今年９月１７日～１１月１９日まで実施した
結果、次のとおりとなりました。
　結果及び費用対効果等を考慮し、議会においても議論したいと考えております。

「海峡の湯」及び「湯ん湯ん」の営業時間延長の結果

【 海 峡 の 湯 】

【 湯 ん 湯 ん 】

◆入　浴　者　数

◆入　浴　者　数

◆２０：００～２１：００と他の時間の入浴者数の比較

◆２０：００～２１：００と他の時間の入浴者数の比較

令和５年度 令和６年度 前年度
との比較月 入浴者数 営業日数 入浴者数 営業日数

9 6,481人 28日間 6,516人 28日間 35人増

10 6,884人 29日間 6,969人 29日間 85人増

11 6,461人 28日間 6,389人 28日間 72人減

令和５年度 令和６年度 前年度
との比較月 入浴者数 営業日数 入浴者数 営業日数

9 1,625人 20日間 2,610人 26日間 985人増

10 2,519人 27日間 2,818人 26日間 299人増

11 2,315人 25日間 2,846人 26日間 531人増

月 20:00〜21:00
の入浴者数

他の時間帯の
1 時 間 当 り の
平均入浴者数

比　　較
全体の入浴者数から
みた20:00〜21:00
の入浴者の割合

9 35人 211人 ▲176人 １．３%

10 134人 526人 ▲392人 １．９%

11 68人 349人 ▲281人 １．６%

月 20:00〜21:00
の入浴者数

他の時間帯の
1 時 間 当 り の
平均入浴者数

比　　較
全体の入浴者数から
みた20:00〜21:00
の入浴者の割合

9 19人 133人 ▲114人 １．６%

10 40人 309人 ▲269人 １．４%

11 31人 225人 ▲194人 １．５%

議
会
活
動
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村内の昨年の漁業状況

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
だ
に
続
い

て
お
り
ま
す
物
価
高
騰
に
よ

り
、
村
民
の
皆
様
に
多
大
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。
一
日
も
早
く
経
済
が

回
復
出
来
る
こ
と
を
願
っ
て
お

り
ま
す
。
村
の
事
業
と
い
た
し

ま
し
て
は
、
昨
年
度
、
役
場
、

消
防
庁
舎
建
設
の
造
成
工
事
、

建
設
工
事
の
入
札
も
終
わ
り
、

令
和
８
年
度
３
月
末
完
成
、
同

年
秋
頃
に
供
用
開
始
に
向
け
て

着
々
と
建
設
工
事
が
進
ん
で
お

り
ま
す
。
新
し
く
迎
え
た
年
が

村
民
の
皆
様
に
と
っ
て
最
良
の

年
で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。（
文
：
中
嶋
茂
）

議
会
広
報
編
集
委
員
会

　
　

委
員
長　

越
膳　

喜
好

　
　
副
委
員
長　

山
本　
　

聡

　
　

委　

員　

中
嶋　
　

茂

　
　
　

〃　
　

北
舘　

智
明

　
　
　

〃　
　

蛸
島　
　

巨

　今年（令和６年）の漁業を振り返ると、春のヤリイカ漁
とひじきは豊漁となりましたが、ふのりについては村内全
域で不漁となりました。夏から秋にかけての昆布漁は豊漁
に加え高値が付きました。しかし、スルメイカ漁の不漁が
漁業者に対し打撃を与えたことで、漁業者はじめ関係者は
大変な思いをされています。これからシーズンを向かえる
鮟鱇漁に期待します。　　　　　　　　　（文：山本聡）

ち
ょ
っ
と
一
言

編
集
後
記

春 の ヤ リ イ カ 漁

ひ じ き の じ ゅ う た ん

秋 の 昆 布 漁

不 漁 に 終 わ っ た ふ の り 磯


